
し
く
有
効
な
血
液
の
使
用
法
を
確
立
す
る
」
時
代
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

以
上
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
が
、
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
年
表
中
に

挿
入
さ
れ
た
一
八
○
点
に
及
ぶ
医
学
切
手
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
「
医

学
切
手
友
の
会
」
（
古
川
明
会
長
）
の
会
員
と
し
て
永
年
医
学
切
手
の
収
集

迄
精
進
し
て
い
る
が
、
今
回
の
著
書
に
も
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
本

文
と
関
係
の
深
い
医
学
切
手
を
選
ん
で
展
示
し
文
意
を
補
っ
て
い
る
。
切
手

の
中
に
は
輸
血
と
直
接
関
係
は
な
い
が
、
医
学
の
歴
史
か
ら
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
物
、
事
項
の
切
手
な
ど
も
含
ま
れ
、
こ
れ
が
又
こ
の
年
表
に
医
学
史

的
な
重
み
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
欲
を
言
え
ば
、
巻
末
に
記
載
の
参
考
文
献
と
年
表
の
記
載
と
の
関

連
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
年
表
の
宿
命
と
し
て
詳
細
な
記
述
は
不
可
能
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
読
者
は
簡
潔
な
記
載
か
ら
よ
り
詳
し
い
知
識
を
と
望
む
時
、

参
考
文
献
の
明
示
が
是
非
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
う
一
つ
気
付
い
た
事
、
第
二
次
大
戦
さ
中
、
血
漿
の
製
造
と
保
存
に
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
米
国
の
黒
人
外
科
医
ド
ル
ー
（
⑦
冨
１
２
園
の
冒
己

ご
昂
芝
）
の
記
載
が
無
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
彼
の
切
手
は
一
九
八
一
年

の
月
日
シ
ョ
の
風
８
口
“
静
凰
①
唾
の
一
枚
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。

と
に
角
本
書
は
医
学
切
手
収
集
家
に
と
っ
て
は
待
望
の
書
で
あ
る
と
共
に
、

医
学
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ
一
般
の
人
に
も
是
非
御
一
読
を
お
薦
め
す
る
次

第
で
あ
る
。

（
小
林
佑
吉
）

〔
北
欧
社
一
九
九
○
年
Ｂ
五
判
九
○
頁
定
価
八
、
二
四
○
円
〕

こ
の
道
こ
そ
鈴
木
鑑
博
士
が
自
ら
歩
ん
で
来
ら
れ
た
道
で
、
わ
が
国
で
初

め
て
創
設
せ
ら
れ
た
血
清
学
教
室
（
東
大
・
三
田
定
則
教
室
）
ｌ
緒
方
富

雄
教
授
の
伝
統
の
中
に
育
ち
、
大
成
さ
れ
た
い
わ
ば
血
清
学
に
土
着
さ
れ
た

得
難
い
専
門
家
で
あ
り
、
永
年
の
精
進
に
多
く
の
研
究
実
績
を
積
ま
れ
た
斯

道
の
重
鎮
で
あ
る
。
先
師
緒
方
富
雄
教
授
の
１
｝
－
１
ク
な
著
述
『
血
清
学
の

領
域
か
ら
』
、
血
清
学
講
本
、
理
論
血
清
学
な
ど
に
も
協
力
し
て
こ
ら
れ
、

血
清
免
疫
学
談
話
会
（
三
田
定
則
会
長
）
に
も
連
な
っ
て
血
清
免
疫
学
の
歴

史
を
推
進
し
て
、
戦
後
も
胃
日
日
巨
昌
○
‐
シ
号
四
月
句
の
綜
説
を
連
載
さ
れ
た
も

の
に
加
筆
さ
れ
た
年
表
風
に
簡
潔
な
血
清
学
の
歴
史
を
述
べ
ら
れ
た
の
が
本

書
の
骨
格
で
あ
る
。

現
在
東
大
名
誉
教
授
と
し
て
、
ま
た
帝
京
大
学
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
ら

れ
、
直
接
講
義
を
聞
く
学
生
や
大
学
院
生
達
は
真
に
幸
運
で
あ
り
、
本
書
を

座
右
に
備
え
得
る
一
般
開
業
医
家
に
は
特
に
進
歩
が
急
速
で
分
子
生
物
工
学

が
飛
躍
し
て
理
解
し
難
い
免
疫
学
の
吸
収
消
化
の
た
め
に
本
書
は
有
力
な
協

力
者
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
わ
か
り
易
く
整
然
と
飾
り
気
の
な
い
正
確
簡
明
な

外
、
親
切
に
主
要
原
著
論
文
の
紹
介
が
精
密
で
そ
の
価
値
は
極
め
て
高
い
。

正
し
く
歴
史
を
踏
ん
で
大
極
を
掴
承
、
か
た
よ
ら
ず
真
理
を
理
解
し
、
先
人

の
心
に
も
触
れ
得
る
こ
と
は
読
ん
で
快
よ
く
、
楽
し
さ
が
湧
い
て
、
嬉
し
い

本
で
あ
る
。
特
に
Ｘ
章
は
最
近
の
新
鮮
な
免
疫
学
を
平
明
に
記
述
せ
ら
れ
て

著
者
の
温
か
い
心
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

鈴
木
鑑
著

「
免
疫
学
血
清
学
の
歩
ん
で
き
た
道
』
（
第
三
版
）
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弦
に
煩
を
い
と
わ
ず
目
次
の
大
要
を
あ
げ
る
と
、
そ
の
広
さ
と
深
さ
が
よ

く
わ
か
る
。

Ｉ
免
疫
学
の
基
礎
（
一
’
一
二
頁
）

汗
邑
昌
国
の
種
痘
法
（
国
目
昌
匡
里
弓
目
。
日
や
冒
画
ご
葛
。
昌
昌
目
。
旨
‐

冒
唱
・
号
冒
］
角
夫
人
ｏ
昌
胃
門
旨
①
園
侭
堕
８
厨
》
ロ
○
屋
：
言
．
。
の
農
夫

胃
昌
固
昌
冒
」
。
“
毎
の
名
も
逸
し
て
い
な
い
）

微
生
物
学
の
確
立
、
恩
鳥
貝
の
業
績
、
抗
毒
素
の
発
見
、
食
作
用
の
発

見Ⅱ
血
清
学
の
分
化
（
一
三
’
二
六
頁
）

植
物
性
毒
素
に
対
す
る
免
疫
、
溶
菌
反
応
と
そ
の
機
序
、
補
体
の
発
見
、

凝
集
反
応
の
発
覚
、
沈
降
反
応
の
発
見
、
血
清
学
の
誕
生
、
側
鎖
説
命
凰
‐

蔚
昌
胃
胃
貝
言
ｏ
乱
の
）
の
提
唱
、
血
液
型
の
発
見

Ⅲ
ア
レ
ル
ギ
ー
学
の
誕
生
（
二
七
’
三
五
頁
）

血
清
病
の
記
載
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
Ｉ
の
発
見
、
シ
員
言
一
の
現
象
の
記
載
、

そ
の
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
反
応
、
ア
レ
ル
ギ
ー
説
の
提
唱

Ⅳ
血
清
学
の
発
展
（
三
七
’
五
四
頁
）

抗
原
抗
体
反
応
の
特
異
性
、
抗
原
抗
体
反
応
の
最
適
現
象
、
新
し
い
抗
原

抗
体
反
応
、
抗
体
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
見
の
発
展
、
免
疫
化
学
の
確

立
、
格
子
説
の
提
唱
と
そ
の
証
明

Ｖ
血
液
型
学
の
誕
生
と
そ
の
発
展
（
五
五
’
六
八
頁
）

血
液
型
（
シ
国
○
式
）
の
発
見
、
シ
国
○
式
血
液
型
の
遺
伝
、
シ
国
○
式
血

液
型
の
分
布
、
巨
Ｚ
型
の
発
見
、
閃
ぽ
型
の
発
見
、
”
茸
型
の
臨
床
的
重
要

性
、
届
匿
型
の
複
雑
性
と
そ
の
命
名
法
、
冒
冒
型
以
後
の
新
し
い
血
液
型
、

赤
血
球
以
外
の
血
液
成
分
に
認
め
ら
れ
る
型

Ⅵ
血
清
学
的
診
断
法
（
臨
床
血
清
学
）
の
分
化
（
六
九
’
八
○
頁
）

梅
毒
の
血
清
学
的
診
断
法
、
そ
の
他
の
血
清
学
的
診
断
法

Ⅶ
免
疫
学
の
発
展
と
変
貌
（
八
一
’
九
五
頁
）

予
防
接
種
、
細
胞
性
免
疫
、
自
己
免
疫
疾
患
、
移
植
免
疫
、
免
疫
学
的
寛

容
、
免
疫
病
、
腫
瘍
免
疫
、
免
疫
学
と
は
何
か

Ⅷ
現
代
の
免
疫
学
Ｉ
血
清
学
的
な
面
か
ら
（
九
七
’
一
二
○
頁
）

免
疫
学
の
研
究
領
域
、
免
疫
予
防
と
免
疫
療
法
、
免
疫
病
理
学
、
組
織
抗

原
と
移
植
、
免
疫
化
学
、
免
疫
学
の
研
究
計
画
、
新
し
い
抗
原
抗
体
反
応
、

抗
体
の
構
造
と
そ
の
不
均
一
性
、
抗
体
活
性
基
の
構
連
、
抗
原
構
造
と
特
異

性
、
補
体
の
成
分
と
そ
の
作
用
機
序

Ⅸ
現
代
の
免
疫
学
Ⅱ
免
疫
生
物
学
的
な
面
か
ら
（
一
二
一
’
一
三
三
頁
）

免
疫
応
答
の
機
構
、
抗
体
産
生
説
、
免
疫
応
答
に
あ
ず
か
る
組
織
、
免
疫

抑
制
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
分
類
、
遅
延
型
過
敏
症
に
関
す
る
知
見
の
発
展

Ｘ
最
近
の
免
疫
学
（
一
四
三
’
一
九
三
頁
）

合
成
ワ
ク
チ
ン
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
口
蹄
病
、
Ｂ
型
肝
炎
）
、
○
口

（
向
冒
黒
角
呉
島
甲
弓
の
昌
昌
。
旨
）
の
分
類
、
新
し
い
抗
原
抗
体
反
応
、
酵
素

結
合
免
疫
吸
着
検
査
法
白
目
の
ど
、
免
疫
プ
ロ
ッ
ト
法
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
遺
伝
学
（
利
根
川
ら
の
研
究
、
Ｆ
＆
①
旬
ら
の
研
究
、
国
。
＆
ら
の
研
究
）
、

抗
イ
デ
ィ
オ
タ
イ
プ
（
抗
ｌ
屋
）
抗
体
、
詩
目
①
の
説
、
抗
イ
デ
ィ
オ
タ
イ
プ

抗
体
の
示
す
抗
原
活
性
、
国
Ｆ
少
系
、
Ｔ
細
胞
レ
セ
プ
タ
ー
、
冒
国
ｏ
拘
束

性
免
疫
応
答
、
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
と
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
腫
瘍
壊
死
因
子
、

細
胞
傷
害
性
リ
ン
。
〈
球
、
Ｆ
シ
〆
細
胞
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
免
疫
異
常

症
酋
己
印
（
エ
イ
ズ
）

免
疫
学
の
専
門
刊
行
物
の
欄
（
二
頁
）
も
親
切
で
あ
る
が
、
免
疫
学
血
清
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死
を
目
前
に
し
た
故
人
の
最
後
の
一
言
は
、
そ
の
人
の
人
生
の
最
後
を
飾

る
し
め
く
く
り
の
言
葉
と
し
て
重
盈
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
に

感
銘
を
与
え
、
私
た
ち
の
胸
を
強
く
打
つ
も
の
が
あ
る
。
本
書
の
著
者
も
ま

た
「
人
が
最
後
に
書
く
手
紙
は
、
そ
の
人
の
本
質
を
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と

表
わ
し
、
そ
の
人
の
生
涯
を
も
っ
と
も
集
約
し
た
こ
と
ば
」
と
受
け
と
め
、

そ
の
こ
と
ば
に
耳
を
か
た
む
け
る
こ
と
に
よ
り
「
そ
こ
か
ら
は
、
人
は
ど
う

生
き
る
の
か
、
人
は
ど
う
死
ぬ
の
か
、
愛
と
は
な
に
か
、
運
命
と
は
な
に
か

Ｉ
に
つ
い
て
、
凝
縮
し
た
こ
と
ば
が
聞
こ
え
て
く
る
は
ず
」
で
あ
る
と
、

本
書
の
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
記
し
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
る
通
り
、
著
者
は
か
ね
て
か
ら
、
人
の
死
の
か
た
ち
は
時
代

に
よ
り
社
会
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
基
本
的
に
規

定
し
て
い
る
も
の
は
死
因
構
造
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
き
た
．

学
年
表
（
通
年
）
や
索
引
も
正
確
で
二
○
頁
を
費
し
て
豊
か
さ
と
温
か
味
を

添
え
て
い
る
。
こ
れ
を
重
た
い
大
著
の
弓
。
豆
ｑ
陣
乏
房
。
冒
望
唖
卑
旨
ｏ
憧
①
“

ｇ
層
２
９
巨
○
喝
・
言
旦
○
四
脚
且
岸
昌
日
巨
冒
ご
新
刊
な
ど
と
比
べ
る
愚
は

い
わ
な
い
が
、
軽
快
新
鮮
さ
に
お
い
て
寓
冨
．
閃
○
旨
“
固
い
胃
巨
昏
冒
日
日
巨
自
Ｏ
‐

ざ
喝
や
ロ
局
．
Ｑ
畠
．
岸
昌
目
巨
旨
○
］
○
四
よ
り
断
然
優
れ
て
嬉
し
い
本
で
あ

↓
○
。

（
山
中
太
木
）

〔
近
代
出
版
一
九
九
○
年
Ｂ
五
判
二
一
三
頁
定
価
二
、
○
六
○
円
〕

立
川
昭
二
著
『
最
後
の
手
紙
』

そ
し
て
医
学
史
や
疾
病
史
へ
の
深
い
造
詣
に
よ
り
、
飢
え
や
。
へ
ス
ト
で
人
々

が
死
ん
だ
時
代
か
ら
、
交
通
事
故
や
ガ
ン
、
脳
卒
中
な
ど
が
死
因
と
な
っ
た

現
代
へ
と
、
そ
の
死
因
構
造
、
疾
病
構
造
の
変
遷
を
そ
の
時
代
と
社
会
と
い

う
観
点
か
ら
考
察
し
て
、
既
に
多
く
の
著
作
を
世
に
間
う
て
い
る
。

本
書
も
ま
た
、
単
な
る
故
人
の
遺
書
や
辞
世
の
収
集
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
「
そ
の
人
物
の
生
き
方
や
思
想
が
も
っ
と
も
は
っ
き
り
表
わ
れ
た
最
後

の
手
紙
は
、
そ
の
時
代
を
も
っ
と
も
は
っ
き
り
写
し
出
し
た
鏡
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
」
と
の
視
点
か
ら
、
そ
の
死
の
か
た
ち
を
規
定
し
た
そ
の
時
代
と
社

会
を
探
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
か
ら
現
在
ま
で
を
四
期

に
分
け
て
、
各
時
代
そ
れ
ぞ
れ
八
人
の
「
最
後
の
手
紙
」
を
紹
介
す
る
形
を

と
っ
て
い
る
。

即
ち
ま
ず
明
治
大
正
期
を
「
時
代
の
鼓
動
」
と
名
づ
け
て
、
病
死
し
た
正

岡
子
規
、
石
川
啄
木
、
夏
目
撤
石
、
森
鴎
外
と
、
自
死
の
藤
村
操
、
乃
木
希

典
、
松
井
須
磨
子
、
有
島
武
郎
と
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

次
に
戦
前
の
昭
和
期
を
「
坊
樫
す
る
魂
」
と
呼
ん
で
、
芥
川
龍
之
介
、
野

口
英
世
、
宮
沢
賢
治
、
竹
久
夢
二
、
寺
田
寅
彦
、
立
原
道
造
、
種
田
山
頭
火
、

河
上
肇
ら
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
戦
中
の
昭
和
期
は
「
山
河
は
る
か
」
と
し
て
、
佐
々
木
清
美
、
中
村

徳
郎
、
鈴
木
肝
一
、
佐
々
木
八
郎
、
竹
内
浩
三
、
鈴
木
実
、
小
西
貞
明
、
山

本
幡
男
の
八
人
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
の
戦
後
の
昭
和
期
を
「
繁
栄
の
陰
で
」
と
名
づ
け
て
、
原
民

喜
、
樺
美
智
子
、
高
野
悦
子
、
岡
真
史
、
西
川
喜
作
、
亀
田
千
春
、
山
野
井

道
子
、
土
岐
雄
三
ら
を
紹
介
し
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
個
左
の
記
載
は
夫
々
に
い
ず
れ
も
感
動
的
で
あ
る
が
、
タ
ー
ミ
ナ

(140） 460


